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関東圏の保育園 10 園の保育者 111 名を対象に、質問紙を用いた調査 ( 無記名式 ) を実





　年齢：　20 歳代－ 30％　30 歳代－ 32％　40 歳代－ 15％　50 歳代－ 19％
　　　　　60 歳代－ 4％
　男女比：女性　95％　男性　５％
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浅　木　尚　実　伝統的言語文化と保育内容「言葉」Ⅱ
聞き方を調整できるだけでなく、子どもの心の動きや感性をも語り手は感じることができ
る。子どもは、絵がないお話の世界を耳だけで聴いて、想像することになるため、普段の
何倍もの集中力と思考力を動員してお話に聴き入る。まるで舞台の観客と役者のような一
体観にとらわれる感覚になることがある。こうした成功例が、毎回起こるわけではないが、
語り手と子どもとの間には、相互に糸で結ばれているように親密な感情が生まれ、お話を
聴き終った後も、もう一度聴きたい欲求に駆られることも少なくない。
現代、耳だけで聴く文学は、ラジオ以外ではほとんど体験することはできない。さまざ
まな玩具や視覚文化に囲まれて育つ現代の子どもにとって、ストーリーテリングは時代遅
れであるどころか、新鮮で心躍る貴重な経験であることは間違いない。保育、幼児教育現
場でストーリーテリングの語り手としての人的環境を整備していくことが急務であると考
えている。そのためには、保育士や幼稚園教諭の養成課程においても、今後積極的にストー
リーテリングを取り入れることが肝要である。
ストーリーテリングが無形の児童文化財であるので、実際にストーテリングの語りを保
育所、幼稚園、児童館で行っている保育士や教員にインタビューを行い、筆者の体験した
事例を立証していることや語り手の養成の仕方についてもまとめていくことが、今後の課
題であろう。
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